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本本 氺氺 

系統について行った考察結果にもとづいて分類体系を校訂し，各種の記載を行った。 
オオクサアジサイをクサアジサイの 亜種とする見解を提唱した。 


□小林義雄： 世界の顕微鏡の歴史 (Kobayasi, Y. : The history of the microscopes, 
especially of Japan) 224pp. 1984.自家出版. ¥13,000 (送料共).著者の本業である 
菌学研究のかたわら，日本とヨーロッパの古顕微鏡（大量生産に入る以前の顕微鏡）と 
その製作者，これを使用した人々やその業績などについて，古今の文献を渉獄し，さら 
に自らの足と眼で確かめてまとめた古顕微鏡物語である。本文は I. 日本の顕微鏡史， 

II. 日本に現存又は記録に残る古渡顕微鏡， III. 顕微鏡発達史， IV. 顕微鏡による研究 
成果， V. 顕微鏡雑記の五部からなり，これに和英両文の顕微鏡年表を付す。三十余年 
にわたる著者の蘊蓄と，多くの文献から選ばれた線画の影印，とりわけ多数の各種古顕 
微鏡の写真は，この不可視を可視にかえる機器のもつ魅力とそれに惹かれた人と時代を 
みごとに物語っている。広く研究と機器についても，さまざまに考えさせられる。ただ， 
撮影上の困難さのためか，被写体がシルエット状になった写真がかなりあるのは，なん 
’とも口惜しい。また，自家出版とはいえ，編集にはプロの手をかりた方がよかったよう 
に思われる。それにしても，本書を手にして，誠に敬意と感謝の念を禁じえない。入手 
には著者（〒273船橋市^^^^ ■) へ直接に連絡するとよい。 （三浦宏一郎） 

□石戸忠： 描く • 植物スケッチ 155pp. 1985.講談社ブルー バックス， 東京. ¥850. 
自らの画による検索図鑑など独創的な作品を発表している著者が，植物を知る手段とし 
ての植物画の描き方を，多くの実例について解説したもので，これほど懇切なものはま 
だ無かったと思う。描く順序や注意点が番号つき矢印で一々示され，これから画を描い 
てみようという人ばかりでなく，分類学専攻者にとっても着眼点の開発や整理に役立つ 
だろう。 . （金井弘夫） 
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